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を示唆している。(Uemuraet al.， 2005; Teramura et al.投稿中)
上皮成長因子の細胞表面への結合
カバーグラス上に培養した HeLa細胞を斜光照明蛍光顕微鏡で観察しつつ、細胞外液に蛍光色
素 tetramethylrhodamineで標識した EGF(悶1・EGF，最終濃度 0.1・0.5nM)を加え、細胞表面への
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近似の結果、モデ、ル1からは実験(図 2)で求めた2つの結合速度定数に相当するものが現れ
ず、不適当であることがわかった。これに対してモデル2による近似から、 k1二 2X 108 M-1s-1， k2 = 
2 X 109 M-1s-1， k4ニ 1sが得られた。 k2，k4の値は実験値と一致しており、また、図 2Bの結果から得
られた結合速度定数は、 R2に対する 1個目のLの結合速度であることが示唆された。モデル2か




以上のように、細胞表面に数万分子存在する EGF受容体のわずか 1%ほどが、 2量体を作り、




























対象にしており、局所的な分解能を持っていない。神経成長因子(Nervegrowth factor: NGF) 
による神経伸長は、神経軸策先端の成長円錐で起こる局所的な細胞応答である。この細胞応答を
題材として、細胞局所の限られた数の分子による反応を 1分子可視化法で解析する方法を開発し
た。すなわち、神経成長因子(nervegrowth factor; N G F)の蛍光標識法を確立し、ニワトリ後根神
経節細胞の単一成長円錐における NGF-受容体複合体の結合解離反応を計測し、成長円錐の伸展
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